








化学療法の進歩により小児白血病の治癒率も向上している。しかし,現在もなお予後不良の

病型も多く,再発例は不幸な転帰を取る場合が多い。最近の成功例の報告により,白血病治

療にしめる骨髄移植のウエイトも次第に多くなってきている。骨髄移植にはいくつかの問

題点があるが,その一つに感染予防が上げられる。今回は,初期の感染予防について

Seatltle 及び東京慈恵会医科大学における経験を中心に述べたいと思う。 

今日我が国で一般的に行われている骨髄移植方法は所謂 Seattle 方式と呼ばれるものであ

る。CY50Mg/Kg 投与 2回と TBI によって白血球数は移植後 1週間前後で最低となり,3 週間

前後で 1000/cmm に回復する。移植後の白血球減少時の感染予防に無菌室,舞菌食,腸内殺菌

を施行している。 


